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令和４年１月 31日 発行                         子どもたちが育てた「サンパチェンス」 

「時間」について考える 
                                              校 長  久永 浩幸 

 

 

 奄美市のコロナウイルス感染者の急増により，他市町村よりも１週間遅れで３学期がスタート

しました。しかしながら，全国的に見ても感染の収まる気配がなく，今後も一人一人の予防に対

する意識を高めていかなければならない状況にあります。学校を再開するにあたり，学校では感

染予防を徹底することはもちろんのこと，子どもが休んだ時間の学びの保障をいかに図っていく

かということが喫緊の課題です。  

 

 

名作「モモ」 

～主人公モモが，人間から時間を奪って生きる灰色の男たちとたたかう物語～ 

 学校を再開し，やるべきことが山積みの中，ふと１冊の本を手にしました。名作「モモ」です。

この本は，高学年向きの本として本校の図書室に置いてありますが，文字が小さく，400 ページ

ほどもある大作のため，実はわたしも途中で読むのを諦めてしまった本です。誰か借りた子はい

るのかなあと思って，貸し出し名簿を見てみました。するとなんと，ゆなさん，ゆいさん，いろ

はさんの３人の名前がありました。読むのに時間のかかるこの本に挑戦するだけですごいです。 

 

道路掃除夫ベッポの言葉  ～時間の感じ方～ 

 この話の前半部分に，モモの親友の一人ベッポが語るシーンがあります。 

「なあ，モモ」「とっても長い道路を受け持つことがあるんだ。おっそろしく長くて，これじゃ

とてもやりきれない。そこでせかせかと働き出す。どんどんスピードを上げてゆく。ときどき顔

を上げて見るんだが，いつ見ても残りの道路は減っていない。だからもっとすごい勢いで働きま

くる。心配でたまらないんだ。そしてしまいには息が切れて，動けなくなってしまう。」（間を

空けて）「いちどに道路全部のことを考えてはいかん。次の一歩のことだけ，次の一呼吸のこと

だけ，次のひと掃きのことだけ考えるんだ。すると楽しくなってくる。これが大事なんだな。」 

 毎日の仕事に追われている大人だけでなく，コロナ禍という厳しい中で受験を迎えている中学

３年生や高校３年生の生徒の皆さんにもぜひ読んで欲しいシーンです。あせらず今できることを

一つずつ着実にしてほしいなあと願っています。 

 

灰色の男たちの計算  ～時間の使い方～ 

  モモでは，灰色の男たちが人々の無駄な時間を計算し，それを倹約し時間貯蓄銀行に預けるよ

うにしむけ，それにより人々の心が無味乾燥なものになっていくという展開になっていきます。

考えてみれば，例えばゲームは子どもたちにとって一見無駄なようですが，短い時間であれば心

のリフレッシュとなります。ただ，１日２時間もやったら，１年では２×365 日＝730 時間，つ

まり 730 時間÷24＝およそ 30 日，なんと１年のうちひと月はゲームだけして過ごしている計算

になります。また，それが原因で体調を崩すようなことになれば，それこそ学力にも影響します。

時間の使い方は自由ですが，その結果にはだれかが責任をもたなければなりません。せっかくモ

モの活躍で心に余裕をもてる時間を取り戻してもらったのですから，後で後悔しない使い方だけ

はしたいものです。 



 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夢を見つめ 工夫し 努力する 子ども 

２学期終業式での発表 

 12月 24日に２学期の終業式が行われました。児

童代表のことばで発表したのは，２年生の森岡莉緒さ

んです。発表の練習を重ねながら，本番に向けて準備

をしてきました。みんなの前で発表するのはとても緊 

張すると思いますが，さす 

が，もうすぐ中学年になる 

莉緒さんです。２学期の振 

り返りと今後について，自 

分の考えを堂々と発表する 

ことができました。とても 

よくがんばりました。 

 

 

 

＜２月の行事予定＞ 

３日（木）中学校入学説明会 

５日（土）持久走大会 

      家庭教育学級（午後）【中止】 

９日（水）新１年生体験入学，入学説明会 

18日（金）お別れ遠足（瀬戸内方面） 

 

＜３月の行事予定＞ 

 ２日（水）授業参観，学級ＰＴＡ 

      家庭教育学級，ＰＴＡ役員会 

 ８日（火）６年生を送る会 

 24日（木）卒業式 

25日（金）修了式，辞任式 

 

※ 4月 6日（水）入学式，始業式 

 

前庭を彩るアリッサム 

 コロナウイルス感染拡大防止にかかわる学校の休業や津波の影響など，奄美大島は大変な状況

になりました。そんな中でも，明るく前向きに努力する子どもの姿が見られました。ここに紹介

しているのは，5年生の泉彩羽さんが，休業中に自主的に工夫して取り組んだ学習の課題です。

（ノートに 50ページ程取り組みました）自分の課題を決めて，やり方を工夫している様子が伝

わってきます。彩羽さんの素晴らしい取組に元気をもらいました。 

【社会：表やグラフから読み取る学習を頑張りました】 【理科：メダカの特徴や電池のつなぎ方についてよく理解しています】 

【理科：水溶液の実験についてよく理解しています】 【国語：このページの他にもたくさん漢字を丁寧に書きました】 



 


